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大雨警報
（土砂災害） 洪水警報

大雨に関する気象情報

毎年、大雨により多くの方が犠牲になっています。
大雨・土砂災害は最も身近で危険な自然災害です！
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風水害・土砂災害シーズンに備えて

※お問い合わせは、　危機管理課（☎８８０－６５７５）まで

なんこく防災くん

平成22年鹿児島県奄美地方における大雨
　鹿児島県奄美地方
　死者３人、浸水被害約900棟

平成21年～25年の
大雨災害による

死者・行方不明者328人

最近の大雨災害
平成22年梅雨前線による大雨
　岐阜県可

か

児
に

市
し

ほか（九州から東北地方）
　死者・行方不明者21人、浸水被害約7,500棟

平成21年台風第９号
　兵庫県佐

さようちょう

用町、岡山県美
みまさかし

作市ほか
　死者・行方不明者27人、浸水被害約5,600棟

平成21年７月中国・九州北部豪雨
　山口県防

ほう

府
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し

、福岡県大
おおのじょうし

野城市ほか
　死者35人、浸水被害約11,900棟

平成23年台風第６号
　四国地方
　死者２人、浸水被害約150棟

平成24年７月
梅雨前線による大雨
九州地方　
死者・行方不明者33人
浸水被害約11,000棟

平成25年８月東北における大雨
　岩手県、秋田県
　死者８人、浸水被害約1,800棟

平成23年７月新潟・福島豪雨
　新潟県、福島県ほか
　死者４人、浸水被害約8,900棟

平成21年台風第18号
　埼玉県さいたま市ほか
　死者５人、浸水被害約3,600棟

平成23年台風第15号
　愛知県、静岡県ほか
　死者・行方不明者19人
　浸水被害約7,800棟

平成25年台風26号
　伊豆大島ほか
　死者・行方不明者42人、浸水被害約5,600棟

平成23年台風第12号
　奈良県、和歌山県ほか
　死者・行方不明者94人、浸水被害約24,800棟

平成25年島根県・山口県大雨
　島根県、山口県
　死者・行方不明者４人、浸水被害約2,000棟

（「平成24、25年版防災白書」を基に作成）

毎年、大雨により多くの方が犠牲になっています。
大雨・土砂災害は最も身近で危険な自然災害です！

風水害から命をまもるために
防災気象情報に注意しましょう

大雨 大雨による災害の恐れがある場合、気象庁はさまざまな防災気象情報を発表します。
次々と発表される気象情報の意味を理解し、いざという時の行動に役立てましょう。

◇防災気象情報の入手
　パソコンや携帯電話から防災気象情報をご覧になることができ
ます。是非ご覧いただき日頃から意識を高めていきましょう。

●気象庁HP（http://www.jma.go.jp/）
特別警報・警報・注意報、台風情報、解析雨量など、気象庁が発
表している防災気象情報をご覧になれます。

●国土交通省防災情報提供センターの携帯電話用サイト
　（http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html）
　特別警報・警報・注意報、気象情報、河川情報、降水ナウキャ
ストなどを掲載しています。携帯電話での閲覧に適しています。

防災行政無線を通じた『緊急地震速報』
の一斉放送訓練を行います。

※地震発生に備えた重要な訓練です。
　ご理解ご協力をお願いします。

お 知 ら せ

と　き：６月５日㈭
　　　　10：15頃

（気象庁HPを基に作成）

約１日程度前　　　
大雨の可能性が
高くなる　　　

半日～数時間前
大雨が始まる

数時間前～　　　
２時間程度前

大雨が一層激しくなる

強さ増す

広い範囲で数十年に
一度の大雨

土砂災害 浸水害 洪水害
注意・警戒の対象とする災害

大雨に関する気象情報

大雨注意報 洪水注意報

大雨に関する気象情報

大雨警報
（浸水害）

大雨
特別警報
（土砂災害）

大雨
特別警報
（浸水害）

・周りより低い場所など、
危険箇所を把握

・避難場所や避難ルートを
確かめておく

気象情報・空の変化に注意 Point
備えは大丈夫？

最新の情報に注意して、災害に備えた早めの準備を
雨・風の影響を受けやすい地区・避難困難者は早めの行動！

・気象情報や外の様子に注意
・非常用品や避難場所、避難
ルートを確認

・窓や雨戸など家の外の点検

自治体が発表する避難に関
する情報に注意し、必要に
応じ速やかに避難

ただちに命を守る行動をとる！
避難場所へ避難するか、外出することが危険な場合は
家の中で安全な場所にとどまる

「住居の位置」や「住居の構造」、
「既に浸水が生じている状況なのか
否か」によって「自宅外避難」の必
要性は異なりますので、冷静な判断
が重要です。災害から命を守ること
ができる行動を考えておきましょう。

記録的短時間大雨情報
数年に一度の猛烈な雨が
観測された場合に発表

土砂災害警戒情報
土砂災害の危険度がさらに高まった
場合に都道府県と気象台が共同で発表

記録的な
大雨出現

被害の拡大が
懸念される　

住民の行動気象庁が発表する情報大雨

・その他の情報

Point
特別警報が発表さ
れていなくても早
め早めの行動を！

自分の命は、
自分で守る！


